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芸術文化協会だより

市民の皆様と共に文化の振興発展を目的に
南陽市芸術文化協会長   髙橋 茂子

　市民の皆様には常日頃よりご協力とご理解を賜りまして、心より御礼申し上げます。
　昨年度は本協会加入の部会に大幅な退会があり、残念な思いを致しました。今年度は初めての試みとし
て、市民による特別参加を企画しており、あの素晴らしい舞台での芸能フェスティバルに参加して頂き、
そして広い会場には制作作品も展示して頂きます。多くの市民の皆様の参加をお待ち申し上げます。
　更に、毎年開かれている体験コーナーも好評につき、絵画、伝統工芸、パッチワークの各部門に加えて、
今年度は華道部門のいけ花体験及び茶道会による初めての、茶を点て、茶を飲む「体験学習」も実施します。
　文化及び芸術関係者の連絡協調と親睦を図り、広く市民の皆様から支援を頂き、本市文化の向上振興
を目的に、本協会の役割を大きなものにして行きたいと考えております。多くの市民の皆様が会場にお
出かけくださり、新しい活動につなげて頂けることを願っております。
　結びに芸術祭が盛大に開催出来ますことは市当局はもとより、個人、団体を問わず、ご協力ください
ました多くの皆様方のお陰であり、この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

第 52 回 南陽市芸術祭（令和８年度 県民芸術祭協賛事業）

～ 広げよう 市民が主役の うるおいの輪を～
会場：シェルターなんようホール（市文化会館）

● 開幕式典・芸能フェスティバル　　10 月 18 日㈰　10 時開演 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　※飲食店あり
　◇ 総合作品展　10 月 18 日㈰～ 22 日㈭　※ 19 日㈪は休館日
　◇ いけ花展　　10 月 18 日㈰
　◇ 寒菊茶会　　12 月 13 日㈰
● 第 14 回南陽こども芸術祭　　11 月 15 日㈰

次のページは協会加盟の皆さんから市民の皆さんへの入会案内集と写真による活動報告です。

令和７年度の芸術祭開会

今年の南陽市芸術祭の日程が決まりました

楽しみ色々、一緒にどうですか！小学生から高齢者まで楽しめますよ !!

音楽：南陽市バンド連絡協議会
代表者：嵐田 郁夫

　15 周年を迎える南陽市バンド連絡協議会は
記念ライブ、会員相互の交流を図るレクリエー
ション大会、芋煮会、そしてボランティア活
動と未来を見据えた人材育成に励んでいます。

剣詩舞：吹誮雪（ふさゆき）
代表者：多田 茂之

　剣舞 JAPAN 剣聖流吹誮雪（ふさゆき）と
申します。お客様の心の際に「花」よ届けと、
魂込めて務めます。目指すは最強の素人。接近・
連続・展開の呼吸をご賞味ください。

美術：蒼土会
代表者：鎌田 一郎

　絵を通して伝わってくるその人の心の風景。
対象を描き出しながら、静かに豊かに味わう
自然や事物、自分との対話。そうした生まれ
てくる絵はどれもが世界に一味だけのもので
す。そんな作品を会員一同大切にしています。

工芸：人形制作ピクスドール
代表者：渋川 敦子

　アンティークドールのリプロダクティブを制
作しています。液状磁器粘土をモールドに注ぎ、
排泥し、脱型して、３回目からメイクし、6 回
ほど焼成し、グラスアイをセッティングします。

工芸：輪と和パッチワーク
代表者：大道寺 幸子

　水曜日、布に魅せられ、布をいとおしみ、針
を進めています。ポーチ、バッグ、タペストリー
等を制作しています。小さな布を縫い合わせる
ようにパッチワークの輪を広げて行きたいです。

書道：珠香会
代表者：相沢 和子

　小中高生から成人会員まで、毎月、お手本
と向き合い、楽しさ、難しさを感じながら励
んでいます。美文字は自信に繋がります。見学・
初心者、大歓迎！お待ちしております。

映像：南陽 8 ミリクラブ
代表者：曽根原 力

　南陽 8 ミリクラブは発足して今年で 49 年を
迎えました。郷土を題材にした映像教材の制
作作品は 85 作品になりました。作品の活用を
図るために「出前上映会」を開催しております。
お問合せ：☎ /FAX ０２３８－４０－２７５５
　　　　　  渡部俊一まで

茶道：表千家 平宗泉社中
代表者：平 勝子

　茶道部として 16 年を迎えました。赤湯小学校の夏
休み、放課後での「おいしく、楽しく飲みましょう」
のテーマの「体験茶道教室」では、「僕にやらせてくだ
さい」の元気な声。思わず微笑んでしまいました。市
民の皆様のお力添えにもありがたく感謝申し上げます。

南陽市芸術文化協会とはこんなところです
　南陽市芸術文化協会は香り高い文化のまちづくりを進めるため、芸術文化に関心を持つ人々や事
業所がつどい、力を合わせて芸術文化活動を推し進める団体として、昭和 43 年 11 月に結成され
ました。現在は団体・個人・特別会員を合わせた約 360 人の会員が市の芸術祭を中心として地域
の芸術文化の振興にがんばっています。市民の皆さんもまずは見学してみてはいかがですか。なお、
協会の年会費は次のとおりです。
■会費　（１人当たり）1,000 円　特別会員 3,000 円

南陽市芸術文化協会 加入団体の活動紹介
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茶道：表千家 鹿又社中
代表者：鹿又 優子

　令和 8 年度に鹿又社中として 7 名で入会し
ました。よろしくお願い致します。主に木曜
日に午前と午後、そして夜にはお勤めの方と、
楽しく美味しくと、稽古をしております。

舞踊：ハイビスカスフラ愛好会
代表者：梅川 知恵子

　会員数 15 人。シェルターなんようホール
にて月 3 回の練習を楽しんでいます。会が発
足して 20 年目を迎え、ハワイアンミュージッ
クに癒されて笑い声の絶えない愛好会です。

詩吟：虎鷹吟詠会中川耕心塾
代表者：小林 敏朗

　男女吟遊 5 人で月２回、第 2、第 4 金曜日
の 19 時から 2 時間、シェルターなんようホー
ルの練習室にて詩歌（漢詩・短歌）の吟詠講
座を行っています。見学随時。年齢不問。
　特に青少年、大歓迎！

民謡：民謡侃鶯会南陽支部
代表者：鈴木 文雄

　南陽侃鶯会と赤湯侃鶯会が一つになり、民
謡侃鶯会南陽支部、と名前も変わり、民謡の
継承、研磨、そして会員の親睦を図ることを
目的としています。月 2 回、第 2、第 4 土曜
日に沖郷公民館で練習しています。

茶道：表千家 髙橋宗絲社中
代表者：髙橋 茂子

　茶の世界では季節感を背景にして節々のお
花や茶道具の中でおいしいお茶とお菓子を楽
しんでおります。火曜日の午前と、土曜日の
午後がお稽古日となっております。気軽にお
茶に触れて見ませんか。

華道：池坊 渡辺社中
代表者：渡辺 美保

　池坊いけ花を勉強しています。毎月第 3 火
曜日の 14 時から 17 時までの間、都合の良い
時間に来ていただけます。初心者大歓迎！お
花の力で元気になりましょう。

音楽：南陽さくら歌謡会
代表者：北澤 茂男

　会員13名で活動しております。歌って、語っ
て、笑ってストレス解消。今年の演目は懐か
しい昭和歌謡ヒット曲！皆様と御一緒に合唱
しましょう。10 月 18 日にシェルターなんよ
うホールでお待ちしております。

ダンス：ダンススタジオイヴ
代表者：曽根原 照子

　メンバー募集！初心者大歓迎！
ダンス体験会〔木曜 18 時～21 時・土曜 10 時
～16 時〕他にキッズ・大人・シニアの各クラスあり。
お問合せ：dancestudioeve@gmail.com

音楽：琴城流大正琴 琴南会
代表者：佐藤 和歌子

　琴城流大正琴は誰でも演奏出来る様に数字
符です。初心者は大歓迎！月２回、第１水曜
日と第３水曜日にシェルターなんようホール
で午後１時から練習をしています。一度見学
に来てみませんか！

　令和７年 11 月 16 日㈰シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホールで、第 13 回南陽こ
ども芸術祭が開催されました。今年度は 11 月 15 日㈰に開催されます。
　南陽こども芸術祭は、芸術文化活動に取り組むこどもたちの発表の場を数多くつくり、こどもたち
の芸術文化活動の意欲の向上と習得した芸術文化のレベルアップを図り、これからの南陽市の芸術文
化の担い手や鑑賞者を育むとともに、心豊かな青少年の育成に資することを目的としております。
　民話の語り、吹奏楽、バレエ、フラダンス、ダンスなどの 6 団体が、ステージ上で日々の練習の成
果と個性を十分に発揮し、約 260 人のこどもたちが出演しました。お客様は保護者を中心に約 1,100
人をお迎えしました。また、当日は舞台の発表に加え、市内飲食店の出店を実施し、ホールだけでな
く会場全体で賑わいを創出することができました。

赤湯中、沖郷中、宮内中
吹奏楽部

ダンススタジオイヴ 夕鶴っ子の会

　この日のために一生懸命練習に励んだこどもたちの努力に、そして、その頑張りを支え続けていただ
いたご家族の想いに応えられるイベントを開催できたことを心から嬉しく思います。ご来場いただいた
皆様、そして準備から当日までご尽力いただきましたすべての関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
この経験が、こどもたちの未来の芸術文化活動への大きな一歩となることを願っております。

【特別会員】
▽白岩孝夫 様　　▽大沼豊広 様 
▽堀裕一 様　　　▽遠藤榮吉 様 
▽島津善衞門 様　▽板垣致江子 様 
▽高橋一郎 様　　▽山口裕昭 様 
▽須藤清市 様　　▽伊藤英司 様 
▽濱田藤兵衛 様　▽小松武美 様　
▽佐藤信行 様　　▽外山弘樹 様 
▽中村孝律 様　　▽佐藤和広 様
▽茂出木純也 様　▽大友太朗 様　
▽髙岡遼多 様　　▽菊地泰雄 様 
▽はまだ屋 様   
▽有限会社文進堂印刷 様
▽株式会社山南自動車 様 
▽有限会社石田製作所 様

【役員と事務局体制】
会　長　　　髙橋茂子（茶道）
副会長　　　北澤茂男（音楽）小関文典（音楽）鹿又優子（茶道）
常任理事　　富谷信広（美術）梅川知恵子（舞踊）石田幸子（舞踊）
　　　　　　小林敏朗（詩吟）大道寺幸子（工芸）
理　事　　　佐野憲一（文学）満岡光明（音楽）嵐田郁夫（音楽）
　　　　　　相沢淳子（書道）遠藤博（写真）後藤典昭（映像）
　　　　　　曽根原照子（舞踊）横井悦子（茶道）渡辺美保（華道）
　　　　　　川合ひさ子（工芸）阿部荘一（民謡）
監　事　　　佐貝清志（美術）星和夫（詩吟）
事務局長　　大場博（映像）
事務局次長　鎌田一郎（美術）
事務局　　　星美喜（書道）髙橋和子（茶道）加藤郁子（書道）
　　　　　　社会教育課文化係
顧　問　　　渡部俊一（映像）菊地清（詩吟）

編集後記　
　「芸文だより」は今年号から横書きになりました。加入団体の写真がページ制限のために少ないですが、
読んで想像して、そして、ぜひ加入のご検討を !!(jfk)

第 13 回南陽 こども芸術祭 が開かれました


